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案件 

中学校部活動地域展開に係る令和７年度の試行実施について 

学校教育部 教育指導課 

１．政策等の背景・目的及び効果 

本市における中学校部活動の在り方については、スポーツ庁及び文化庁において策定された

「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」を踏まえ

て、本市の実情に添った「ひらかたモデル」としての部活動の方針の改訂に向けて、枚方市中

学校部活動の在り方懇話会や関係課で組織する庁内委員会において協議、検討を進めています。 

また、令和６年(2024年)12月には「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行

会議」中間とりまとめ（案）が文部科学省に提出され、今後の方針の案が示されたところです。 

本市では、令和６年度（2024年度）は、９月より試行実施を行い、課題の検証を行っている

ところです。 

このたび令和６年（2024年）10月に行った生徒・教職員対象のアンケートの結果や試行実施

の検証をもとに、令和７年(2025年）度の試行実施（案）をお示しするものです。 
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２．内容  資料１参照 

（１）令和６年度試行実施等について 

７，８月 市認定クラブ型（④）に係る事前調査として掛川市、川西市に視察 

９月 ４つの類型（※）で試行実施開始 

※①統括団体によるクラブ運営型     ②学校部活動・地域部活動組み合わせ型  

③－１ 自由体験型 地域部活動（レア型）③－２ 自由体験型 地域部活動（体験型） 

   １０月 中学校生徒・教職員を対象にアンケートを実施 

（２）令和７年度試行実施（案）等について 

①統括団体によるクラブ運営型     ②学校部活動・地域部活動 組み合わせ型 

③－２  自由体験型 地域部活動（体験型） 

④市認定クラブ型  参考資料３参照 

〇 令和７年度も枚方市中学校部活動の在り方懇話会を開催予定 

 ※ひらかたモデル策定については、今回の内容をひらかたモデル策定の中間報告とする。 
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３．総合計画等における根拠・位置付け  

総合計画 基本目標 一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち  

施策目標16 子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち  

 

 

 

４．関係法令・条例等  

学習指導要領【平成29年度（2017年度）告示】  

学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン 

【令和４年（2022年）12月】  

枚方市中学校部活動方針 
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５．事業費・財源及びコスト  

  令和７年度 

≪事業費≫ １５,４８２千円 

支出内訳 懇話会報償金     ３８０千円（９,５００円×８人×５回） 

大学への報償金    ８００千円（１０,０００円×８クラブ×１０回） 

委託費         ７,３００千円 

旅費         １,０３８千円 

部活動指導員の報酬等  ５,９６４千円  

  ≪財源≫ 一般財源  ６,８１０千円 

地域クラブ活動体制整備事業補助金 ８,６７２千円 
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６．資料  

   中学校部活動地域展開に係る令和７年度の試行実施について【資料１】 

   令和６年度の試行実施について【参考資料１】 

中学校部活動に係るアンケート結果【参考資料２】 

認定クラブについて【参考資料３】 

 

 

 



【学校教育部】中学校部活動地域展開に係る令和７年度の試行実施について 令和７（202５）年２月

少子化の中でも、将来にわたり、枚方市の子ども達がスポーツ・文化芸術に継続して親しむことができる機会を確保
地域の持続可能で多様なスポーツ・文化芸術等に親しむ環境を一体的に整備し、子ども達の多様な体験機会を確保

１．めざす姿

４．生徒・教職員アンケート結果について（参考資料２）

〇学校の部活動に参加していますか？ →参加している ８２．９％ 参加していない １７．１％
〇どのくらい活動が行われるのが理想ですか？ （部活動入部生徒対象）
→週３回以上 ７４．６％ 週２日程度１４．３％ 週１回程度３．２％ １か月に１回程度２．２％
２週間に１回１％ その他 ４．７％

〇どんなスポーツ・文化活動であれば参加したいと思いますか。（３つまで回答可）
→やりたい種目が選択できる ７６．８％ 勝敗や入賞などにこだわらず気軽に楽しめる ３６．７％
他校の友だちができる ３０．３％ 活動内容を生徒同士で決められる ２２．６％
１種目だけでなく複数の活動に参加できる ２２％
いろんな世代や年齢の人と一緒に活動することができる ９．８％

参加人数：３０人 アンケート人数：生徒２１人

資料１

中学生 対象：９６７８人 回答：５３９８人（回答率５５.８％）

①統括団体によるクラブ運営型

３．試行実施についての
アンケート（参考資料１）

② 学校部活動・地域部活動 組み合わせ型

参加人数：３０人アンケート人数：生徒２２人

活動の満足度（生徒）

中学校教職員 対象：６３１人 回答：４１２人（回答率６５.３％）

〇平日1日あたり平均的に部活動を指導している時間は？
→３０分未満３２％ ３０分以上１時間未満３９％ 1時間以上1時間30分未満２０％
1時間３０分以上２時間未満７％ 2時間程度２％

〇1日あたり部活動事務にかけている時間は？
→１５分未満２４％ １５分以上30分未満３０％ ３０分以上４５分未満１５％
４５分以上１時間未満１１％ １時間程度１７％ その他３％

〇休日に他の団体から派遣される形で兼職兼業としてクラブ活動を指導する場合、関わりたいですか。
→関わっても良い３８％ 関わりたくない６２％

③ー１ 自由体験型 地域部活動
（レア型）

２．令和６年度試行実施等について
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参加人数：６人 アンケート人数：生徒6人



本年度の検証と来年度の検証項目
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７．ひらかたモデルの項目（案）について

・枚方市における部活動地域展開の考え方
・枚方市の地域クラブのめざす姿
・市認定クラブについて
・学校の関わり
・スケジュール

④市認定
クラブ型を
追加
（予定）

６．④市認定クラブについて
（参考資料３）

（各市の取組例）
・静岡県掛川市：
地域クラブサポートセンターを令和６年４
月に設立し、公認地域クラブの拡大を推
進。新しい地域クラブを創設しようとしてい
る人やすでに活動中の地域クラブの公認
を希望する型のサポートを行う。認定要件
を作り、これを満たしたクラブを掛川市教
育委員会が独自に公認・連携している。費
用はすべて各家庭に負担いただく予定。

・兵庫県川西市：
子どもたちに専門的で多様な活動を提供
すべく地域クラブを募集。要件を満たし、
認可されれば、中学校と調整した後中学
校施設を利用できる。チラシの配付なども
支援している。

・兵庫県神戸市：
幅広い団体が主役となり、中学校の施設
を活用し、子どもたちに活動の場を提供。
活動団体は登録制とし、教育委員会が公
募し、審査を行った上で登録。最低限の費
用は各家庭に負担いただく予定。

８．今後のスケジュールについて

５．令和７年度試行実施（案）等について
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令和６年度の試行実施について

参考資料１

９



原則土日いずれか週1回３時間

① 統括団体によるクラブ運営型

招提北中学校

コーディネーター（１名）の配置

統括団体（事務局機能・統括コーディネータ、指導者派遣・保険料支払い等）

指導者（２名）のもと活動

会場は学校 指導者は統括
団体から派遣

指導者（２名）のもと活動 指導者（２名）のもと活動

令和６年９月に保護者説明会を実施した後、
原則毎週土曜日に活動

女子ソフトテニスクラブ 女子バスケットボールクラブ ソフトボールクラブ
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１３％
あまり満足し
ていない

生徒アンケート（アンケート回収人数２１人/30人）

〇土曜日・日曜日に来ている新しいコーチの指導に満足していますか。

・とてもわかりやすく教えてくれるから。
・今までと違い練習ができて、今まで知らなかった部分を意識できるようになったから。
・基礎のことについて教えてくれるから。
・本格的な指導が受けられるから。
・わかりやすい。
・細かいところまで教えてくれてわかりやすいから。
・基礎から丁寧に教えてくれてわかりやすいから。
・上手くなれた。
・今までよりもためになる練習メニューが多く、しっかりとわかりやすく教えてくれるから。
・私たちに適した練習方法を教えてくれたから。
・インターハイ経験のあるコーチに教えてもらい勉強になる。また、ほめて指導してくれ
て、モチベーションも上がるし、練習の仕方、練習方法も考えられており非常に上手。
・コーチに教えてもらうことでボールの打った飛距離が伸びた気がするから。
・顧問が教えてくれることは少なかったけど、教えてくれることが多くわかりやすい。
・わからないことがあれば、優しく教えてくれるし、いつもとは違う練習メニューを考えて
くれるから。
・顧問とは違う練習を受けられているから。
・顧問の先生もすごく教えてくれてありがたかったけど、コーチたちが来たらもっと
詳しく教えてくれて楽しいから大変満足している。
・詳しく教えてくれるから。

３５％
大変満足し
ている

肯定的な回答

・試合のときのアドバイスがほしい。土曜日の休みが少し多くなった。
・指導はわかりやすいけど、練習する日が少ないと思う。
・ボールを打つスピードが速すぎる。

否定的な回答

〇土日に外部からコーチが来ることは部活動の地域移行（展開）の一
環として行っています。この取組について、意見・感想があれば教えてく
ださい。

・良いと思う。
・これからもコーチの指導を続けてほしいし、今のコーチには継続して
指導をお願いしたいです。
・これからも続けてほしい
・続けてほしい。
・すごくありがたいです。

５２％
満足している
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18％
大変満足
している

６4％
満足している

１4％
わからない

4％
あまり満足
していない

保護者アンケート（アンケート回収人数２8人/30人）

〇お子様は土曜日・日曜日に来ている新しいコーチの指導に満足していますか。

・良いと思う。
・良いと思う。
・体制がしっかりしていて安心です。
・別に配していただいているのは緊急の場合など対応してもらえるので
良いと思います。
・何かあった時に的確な対応をしていただけるという安心感がある。
・安心できてとても良いと思う。
・安心して子供をクラブに行かせるための良い取り組みだと思う。
・良いと思います。ですが費用が心配です。
・緊急時に来ていただけるのはありがたい。
・何かあった時の１名配置は良いと思う。
・良いと思う。
・何かあった時のために良い制度だと思う。
・この制度を利用してクラブが存続するなら良い制度だと思います。
・その方が安心なのでよいと思います。
・実際にどのようなかかわり方、どの程度関わられているのか、あま
わかりません。
・連絡が取れてすぐに対応が取れるのであればよいと思います。

〇統括コーディネータの配置についてどう思われますか。

〇将来的に土日に外部の専門的なコーチを呼ぶ活動の費用が保
護者の負担になるのならば、１か月（１回３時間４回）でいくらぐらい
が妥当だと思われますか。金額をお書きください。

安い方がありがたい１人 費用負担はしたくない５人
わからない ５人 ５００円 ３人 １０００円 ６人 ２０００円 ２人
３０００円 ２人 ４０００円 １人 １００００円 ２人
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保護者アンケート

まあ満足した

とても満足した

・顧問の負担が減ること、経験者による一定水準の指導が担保されること、複数の指導者の目があることで子ども・保護者ともに様々な点で
安心できること等利点が多く、とても良い取り組みだと思います。
・先生の負担が軽くなり、第三者が入ることで違った視点から指導してもらえるのはチームの強化になるのではないかと思います。
・先生の休息になるのは良いと思いますが、外部コーチが来られるのであれば練習時間もしっかり確保して技術を身につけてほしいと思います。
・専門的に学べ、先生のご負担も減らせ、かなり良いと思います。続けてほしいです。
・休日における顧問の負担が減ってよいと思う。
・外部の先生に教えてもらうことで、子どもたちに緊張感を与え、礼儀を重んじる気持ちが上がったり、お話や体験談を教えていただくことで更な
る向上心などが芽生えたりと良いことがたくさんあると思います。お金がたくさんかかるのであれば、クラブに入れない子どもたちが増えてくる
かもしれませんが、安くで教えてもらえるのならばありがたいです。そして、学校の先生の負担が軽減することは、子どもにとっても親にとっても
良いことだと思います。
・顧問の先生がそのスポーツの未経験者であることもあるので、指導をちゃんとしてもらえることは子どもたちにとってもうれしいことだと思います。
実際、アドバイスがとても参考になりできることも増えたと聞いています。
・良いと思う。
・顧問の先生の負担が減り、専門的なコーチに教えてもらえるので、子どもにとって良い取り組みだと思います。
・教師の負担の軽減になってよいと思います。
・教師の負担も減り、良いと思います。生徒とコーチの信頼関係がちゃんと作れるのかが疑問です。
・専門的な指導をしてもらえるので、子どもは上手になった気がすると言っているので、外部コーチについては良いと思う。ただ、学校により入り
たい部があったりなかったりするので、住んでいる地域によっては部活選択の幅が狭まったりしているので、そこを何とかしてほしい。
・いいと思います。
・この取組自体には賛成ですが、外部コーチが威圧的でないか、問題と感じる対応はないかなど、生徒からの聞き取りや学校側からのチェック体
制は必要だと思います。
・取組としては良いと思うが、現在の部活以上に費用が掛からないようにしてほしい。経済的な理由で部活動ができない家庭がないように。

〇土日に外部からコーチが来ることは部活動の地域移行（展開）の一環として行っています。この取組について、意見・感想があれば教
えてください。
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② 学校部活動・地域部活動 組み合わせ型

枚方市教育委員会

学校職員として部活動指導員を派遣

部活動指導員とは
・顧問が不在の時にも１人で指導や引率
のできる指導員
・大会や練習試合での引率も可能
・市によって採用され、学校職員の１人とし
ての位置づけ
・平日休日含め１つのクラブに１人の配置

部活動指導協力者とは
・顧問の監督のもとで技術指導にあたる
ボランティア
・自校での練習であっても顧問教員が
必要
・大会や練習試合での引率は１人では
できない（顧問の引率が必要）

部活動指導員を学校部活動に派遣する

第一中学校

サッカー部

現在、枚方市で派遣している
部活動指導協力者とは異なる。

部活動指導員は平日２時間（週4回） 休日３時間（週１回）の勤務で
生徒は平日・休日を問わず、部活動指導員のもと活動する。

大会への引率も可能

平
日

休
日

部活動指導員
応募者

応募・採用
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4%

２７％
大変満足
している

５５％
満足している

１4％
あまり満足
していない

生徒アンケート（アンケート回収人数２２人/30人）
〇部活動指導員の指導に満足していますか。

・ストレッチなどを詳しく教えてくれるから。
・みんなにつきっきりで教えてくれるし、練習もしっかりしているから。
・ストレッチを教えてくれるから。
・優しいから
・練習メニューが面白い。
・面白い練習や優しいので。
・ロングキックが上手いからそして優しい。
・細かいところまで教えてくれているから。
・細かくわかりやすく教えてくれるから。
・しっかり部活にきてやることを伝えてくれる。
・みんながテキパキと準備や片付けをしているから。
・先生がいるのといないとでは、生徒の空気が違い、おらなければみんなふざけてい
て、話が進まないという事があるので、それに比べて、先生がいると、先生がいないの
と比べれば、ピシッとできて、話が早く進むのがいいと思いました。
・色んな戦術などを教えてくれる。
・キツい練習もあったりするけど、上手くなっていると感じたから。
・サッカーをより細かく具体的に教えてくれるから。
・しっかり教えてくれるし、熱意をすごく感じる。
・ストレッチの仕方とかプロの動画をあげてくれるから。
・生徒のことを見てくれているから。

肯定的な回答

・練習が一通りすぎるから。
・上手くなってる実感がない。
・あまり上手くなるとは思わない。
・練習の説明をしっかりしていない。

否定的な回答
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統括団体（事務局機能・参加者募集・人材バンク・会費徴収・保険料支払い等）

会場は学校外 ③ー１ 自由体験型 地域部活動（レア型）

学校にはない
種目

８回を１クールとして２クール計１６回（原則土日いずれか週1回３時間）

教育文化センター

ダンスクラブ

指導者（２名）のもと活動

指導者は統括
団体から派遣

教育委員会（費用徴収）１クール３８００円

第１クール：定員３０名 体験参加１０名 レギュラー参加６名
第２クール：現在募集中（１月7日現在）
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生徒アンケート（アンケート回収人数６人/6人）

〇ダンスコーチの指導に満足していますか。

まあ満足した

とても満足した

〇1回3時間という指導時間についてどう思いますか。

〇いろいろな学校の人が集まって活動することは

どうですか。

２０％
やや高い

２０％
安い

３３％
満足して
いる

６７％
大変満足
している

８０％ちょうどよい

６７％
ちょうどよい

３３％
少し長い

６７％
良い

３３％
まあ良い

〇この活動に関するご意見・ご感想をお聞かせください。

・わからないことを教えてくれるから良いと思います。
・わかりやすくて、やっていて楽しいと感じられました。これからも続けていき
たいと思いました。

17



保護者アンケート（アンケート回収人数５人/６人）

〇お子様はダンスコーチの指導に満足していますか。

まあ満足した

とても満足した

４０％
満足して
いる

６０％
大変満足
している

〇1回3時間という指導時間についてどう思いますか。

８０％
ちょうどよい

２０％
少し長い

〇7回の活動で3800円（1回あたり540円程度）

という参加料についてどう思われますか。

６０％
適切

20％
やや高い

２０％
安い

〇適切な参加費はどのくらいと考えられますか。

（やや高い・安いと答えた方に聞いています。）

3500円
5000円

18



保護者アンケート（アンケート回収人数５人/６人）

〇ひらかたダンスクラブの第２クールが1月11日（土）
から始まります。お子さまを参加させたいですか。

とても満足した

４０％
満足している

８０％ちょうどよい

２０％
少し長い

〇この活動に関するご意見・ご感想をお聞かせください。

・子どもが楽しくしているので良かったです。
・場所が少し遠いので、もう少し近くでできたらよいなと思います。人数も
ちょうどよくてレッスンしやすそうでした。
・もうちょっと場所を近くにしてほしいです。
・ダンスは苦手だけれど楽しく頑張っていました。中学生は土曜日だと部活
の練習にかぶるので日曜日の方が出席しやすいと思います。本人は第2
クールもやってみたいという気持ちはあるが、部活を何度も休むことに気が
引けるので、やめておくみたいです。
・新しい振り付けを習うたびにダンスの楽しさが増していくようで、毎回とて
も楽しく通わせていただきました。ありがとうございました。枚方市のLINE
を見て応募しましたが、広報や中学校のお便りで募集されても良いと思い
ました。

ぜひ参加
させたい
６０％

条件が合えば
参加させたい
４０％
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③ー２ 自由体験型 地域部活動（体験型）

大学との連携
枚方英語村 子ども大学探検隊 ひらかた市民大学

中高生を対象とした大学体験事業
関西外大駅伝部の小学生対象の陸上体験教室 など

〇 内容は、大学生がPBLとして活
動内容を検討

〇 活動前に、市教委主催の事前
研修を受講

〇 市内中学生が希望するクラブに
参加できる。（１回だけでも可）

〇 活動に係る保険料は無料
（次年度以降は検討事項）

〇 活動場所までは、保護者責任の
もと移動

大学生 参加中学生

20



生徒アンケート（アンケート回収人数２９人/87人）令和５年度実施

〇大学でのクラブ活動に満足しましたか。

・他の学校の人や大学生や同じ学校の人と遊べて楽しかったから。
・普段あまり外に出ないので、自然に触れたことが楽しかった。
・専門的な知識や徐々に難しくなっていく課題が、学ぶ上でとてもためになった。
・普段の生活では触れることのないジャグリングの道具を体験できてワクワク
ばかりだった。
・自分がやりたかった農業の体験をできたからとても満足した。
・花を植えたりするのが初めてで楽しかったから。
・工程の計画不足

まあ満足
した１７．２％

とても満足した
７９．３％

あまり満足しなかった

・大学生のみんなと一緒に練習できるのは貴重な機会だから
・いろいろな長距離ができるから
・面白いから
・大学の雰囲気や教え方の工夫が興味深かったから
・いろいろなことを体験したいから
・体験してみないと伝わらないような技術の難しさがあり、学ぶことがあったから

〇またこのような機会があれば参加したいですか。

はい
１００％
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中学部活動に係るアンケート結果
【主な項目】

（生徒・教職員アンケート）

1

参考資料２
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１．部活動の在り方について
（生徒アンケート）

対象者：枚方市立中学校生徒
対象人数：９６７８人
回答人数：５３９８人
（回答率：5５．８％）
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参加している
８２．９％

参加していない
１７．１％

１．現行の部活動について 生徒アンケートより
（１）現在、学校の部活動に参加していますか。（5３９８人回答/9678人）
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１．現行の部活動について 生徒アンケートより
（２）部活動の活動頻度と希望頻度（４４７４人回答/5398人）

あなたが所属している部活動はどのくらい
活動していますか。

あなたは部活動がどのくらいの頻度で
行われるのが理想ですか。

3%
3%

4%

週２日１４％

週３日以上
７９％

週３日以上
９７％

週２日程度
週１日程度

それ以上の頻度

中学生が望んでいる活動量と実際の活動量には多少の乖離がある。
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１．現行の部活動について 生徒アンケートより
（２）部活動の希望頻度（４４７４人回答/5398人）

4%

バドミントン部(460人)

週１日程度 それ以上の頻度

1%

剣道部(133人)
週１日程度 それ以上の頻度

週３日以上
９２％

週３日以上
８３％週３日以上

７５％

週２日程度
１３％

週２日程度
１５％

週２日程度
２０％

2%2%

陸上部(385人)

週３日以上
８１％

週２日程度
１５％

週１日程度 それ以上の頻度
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１．現行の部活動について 生徒アンケートより
（２）部活動の希望頻度（４４７４人回答/ 5398人）

2%

バレーボール部(367人)

週２日
程度
１２％

週１日程度

8% 1%

ラグビー部(67人) 週１日程度

6%
2%3%

軟式野球部(228人)
週１日程度

週３日以上
８５％

週３日以上
８５％

週３日以上
８９％

週３日以上
９１％

週２日程度

週２日程度

それ以上の頻度

5%

ソフトボール部(81人)

週１日程度

週２日
程度
１３％

週３日以上
８２％

それ以上の頻度
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１．現行の部活動について 生徒アンケートより
（２）部活動の希望頻度（４４７４人回答/ 5398人）

6% 2%

サッカー部(278人)
週２日程度

9%

3%

バスケットボール部(476人)

週２日程度

週３日以上
９１％

週３日以上
８６％

運動部はチーム競技では高頻度で部活動をしたい生徒が多い。

週１日程度
週１日程度

それ以上の頻度 それ以上の頻度

7% 1%

吹奏楽部(368人)
週１日程度

週２日程度

週３日以上
９２％ 28



１．現行の部活動について 生徒アンケートより
（２）部活動の希望頻度（４４７４人回答/ 5398人）

英語部(37人)

週３日以上
２８％

週２日程度
３３％

週１日程度
１７％

それ以上の
頻度
２２％

6%

コンピュータ部(72人)

週３日以上
４９％

週２日程度
３１％

週１日
程度
１４％

6%

8%

美術部(342人)

週３日以上
６１％

6%

9%

科学部(37人)

週３日以上
３５％

週２日程度
５０％

週２日程度
２５％

それ以上の頻度

それ以上の頻度それ以上の頻度

週１日程度
週１日程度

文化部は吹奏楽部を除き、
活動希望頻度は高くない。
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１．参加したいクラブ活動について 生徒アンケートより
（３）あなたは次のうちどんなスポーツ・文化活動であれば参加したいと思いますか。（5２７８人回答/９６７８人）〔複数回答〕

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000 4500

１１２７（２２％）

１６００（３０．３％）

519（9.8％）

やりたい種目が選択できる

勝敗や入賞などにこだわらず気軽
に楽しめる

他校の友だちができる

活動内容を生徒どうしで決められる

１種目ではなく複数の活動に参加
できる

いろいろな世代の人と一緒に活動
ができる

４０５６（７６．８％）

１９３６（３６．７％）

１１９２（２２.６％）
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２．部活動の在り方について
（教職員アンケート）
対象者：枚方市立中学校教職員
対象人数：６３１人
回答人数：４１２人
（回答率：６５．３％）
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１．現行の部活動について 教職員アンケートより

（１）あなたが平日１日あたり平均的に部活動を指導している
時間を教えてください。（３７８人回答/６３１人）

（２）あなたが平日休日関わらず１日あたり部活動事務
にかけている時間を教えてください。
（３７６人回答/６３１人）

7%
2%

30分未満
３２％

1時間以上
１時間30分
未満 ２０％

30分以上１時間
未満 ３９％

3%

１５分以上30分
未満 ３０％

３０分以上４５分
未満 １５％

15分未満
２４％

1時間以上
１７％

４５分以上1時間
未満 １１％

１時間３０分
以上２時間
未満

２時間程度 その他

教職員は平日、一定の時間を部活動関係業務に費やしている。
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２．地域クラブ活動について 教職員アンケートより

（３）休日に他の団体から派遣される形で兼職兼業としてクラブ活動を指導する場合、
次の条件であれば関わりたいですか。（４１２人回答/６３１人）

30分以上１時間未満
３９％

時給1600円（土日いずれか週1回３時間）大会引率時の交通費、残業代あり 自分の専門のクラブのみ指導可
（現在：部活動手当2時間未満1800円、2時間以上3600円、大会引率時の交通費は自費負担、残業代なし）

関わりたくない
６２％

関わっても良い
３８％

４割近くの教職員が兼職兼業でクラブ指導をしても良いと答えている。
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認定クラブについて 参考資料３

34

静岡県掛川市 兵庫県川西市 兵庫県神戸市

令和６年９月30日時点で３０クラブを認定

認定要件を満たした地域のクラブを掛川市教育委員会が独
自に公認し、連携することで、子どもたちの多様なスポーツや
文化活動の機会を広げることをねらう。令和８年度夏に学校
部活動を終え、「かけがわ地域クラブ（仮）をスタートさせる。

クラブの認可に係る項目
市内中学生の参加 活動拠点は原則掛川市内
営利目的を主としない 複数の役員や指導者
規則（会則）の作成 指導者研修の受講
子どもの資質・能力の向上が主たる目的
人権を尊重した活動 万全の安全確保
市ガイドラインに基づいた活動日数及び時間の設定

掛川市HPより

川西市教育委員会へ登録申請をして、要件を満たし認可
が下りれば中学校と調整した後、中学校施設を使用するこ
とが可能。チラシ配布など支援も行う。

川西市HPより

子ども達の多様なニーズに対応していくことや、教職員の働
き方改革を推進していくため、令和８年度から部活動を社会
移行すべく地域クラブを募集する。

令和６年４月時点で５９クラブが申請中

クラブの認可に係る項目
種目 活動方針 活動場所 定員数 対象生徒
市ガイドラインに基づいた活動日数及び時間の設定
活動計画の作成 安全についての取組
複数の管理責任者や担当者 保護者への連絡体制
体罰・ハラスメント対策 スポーツ医学の心得
必要経費 保険への加入

部活動が果たしてきた役割を踏まえ、時代の変化に対応し、将来
に渡って子供たちが主体的に選択し、多様な活動に参加できる
機会を確保することを目的として、2026年（令和８年）度より平
日・休日ともに、生徒が地域の方々とともに活動する「神戸のクラ
ブ活動」＝ 「KOBE◆KATSU（コベカツ）」を開始する。

令和７年１月より募集開始

クラブの認可に係る項目
活動計画の作成 活動方針の策定 適切な指導
活動報告の発行 適切なスタッフの配置 教員の兼職兼
業
事故の防止及び健康管理 指導者研修の受講
移動方法等の確立 休養日及び活動時間
体罰・暴言・ハラスメントの根絶 保険の加入
中学校施設の使用 個人情報の取り扱い
会費の適切な設定と保護者等の負担軽減
中学校体育連盟主催の大会等への参加

神戸市HPより

３市ともに認定クラブの参加料については保護者負担を求める予定


